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           社会福祉学研究科 川上昌子 鈴木崇巨 小松啓 
１ 研究の背景 
ノルウェーは、スカンジナビア福祉国家・スカンジナビアモデルのひとつだが、わが国に
おける研究は少ない。 
社会・経済的構造や家族構造の変革により、福祉国家の転換、および再検討がなされ、従
来のスカンジナビアモデルはこれからどのように変革していくかが注目を集めている。 
Diakonhjemmet University College (ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒッ大学）からの交流の申し出があったこ
ともあり訪問することにした。 
 
2 研究および調査の目的 
ノルウェーにおける社会福祉教育および社会福祉専門職要請や資格制度について現状を把
握し、わが国との違いを明確にすること。 
この領域における本学と Diakonhjemmet university college (ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒッ大学）の共同
研旧の可能性を探ることを目的とする。 
 
3 研究および調査の方法 
 文献検索等の前準備をするとともに、Diakonhjemmet university college (ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒ
ッ大学）訪問による現地調査を実施した。スケジュールは以下のとおり。 
  １）デイアコニヤンメ大学教員による講義の聴講 
  ２）インタビューと懇談：ノルウェーにおける社会福祉教育および社会福祉専門職の
要請や資格制度について、および 共同研究・比較研究等の可能性を探るデイス
カッション 
  ３）実習施設や専門職養成施設の視察 
   
４ ２月１７日 Diakonhjemmet university college (ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒッ大学）訪問 
  ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒッデイアコニヤンメ大学学長との懇談 
  授業参観、朝の朝礼に参列、 ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒッ病院の見学および懇談 
  ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒッ大学４名の教授からの講義および懇談 
  
  ２月１８日・Lovisenberug Diakonal University college(ロビゼンバーグ・デアコナ
ルホーム大学)および高齢者のためのデイアコナルホーム訪問 
 ロビゼンバーグ・デアコナルホーム大学および高齢者のためのデアコナルホームの
訪問と懇談 
      オスロ福音ルーテル教会の見学と懇談 
５ Diakonhjemmet university college (ディｱｺﾝ･ﾋｴﾒッ大学）について 
    Diakonhjemmet university college とは、「主にお仕えする家庭を大切にするという意味。
この大学はデイアコニア精神（主にあって隣人に仕え働く精神、聖隷の精神）で有名な大
学 
専門職養成の単科大学。総合大学 Universityはノルウェーに四つしかない。 
この大学（Collge）には、看護学部、作業療法学部、社会福祉学部がある。学部は三年制
で学士号（bacheor）を授与する。学生数は西部海岸にある分校を合わせて２０００名ほど 
授業料は税金によりまかなわれ、無料 
 
 大学院としてはMasters in DiakoniaとMaster of Sience in Systemic Ffamily Therapy 
and Practiceがある．（２年制）  
   Masters in Diakonia（主にあって隣人に仕え働くこと）はデイアコニア精神を標榜  
するこの大学の特色をもっともよくあらわしている大学院 
  ２年間かかってデイアコニア精神を学ぶということで、内容は神学の基礎とともに、実践神
学として、世俗の中でデイアコニア精神をいかに捉え発揮するかに焦点を置く 
  終了後は、キリスト教のすべての宗派の施設や機関や教会で Deaconとして、また学際的 
専門職として働くことができる。 
 
６ Diakonhjemmet病院を見学して 
 大学と隣接している病院。リュウマチ治療で有名「霊的」（supiritual）な病院という評
価。特別な資格を持つ職員たちが勤務時間内に２時間、患者や人々と話をしなければなら
いとされている。 
 
7 ノルウェーにおける社会福祉教育、および看護学教育の特徴 
   宗教色が強い、国民の８割がクリスチャンで、２割が積極的に教会にかかわ                
っている。社会福祉も看護もその基礎にキリスト教がある。それを離れては社会福祉実践
も看護実践もありえない。 
      その代表的なものが Daconiaであり、その働き人たる Deaconの存在である。 
     Diaconiaに関しては修士課程がある。 
 
８ 今後の課題として 
聖隷クリストファ大学の社会福祉学研究科として、ノルウェー・日本両国の 
Diakoniaについての共同研究の可能性、および Diakonhjemmet university college 
       と聖隷クリストファ大学の類似性（社会福祉、看護、ＯＴの三領域があること）を踏まて、
両大学、両国におけるＩＰＭについての共同研究の可能性が考えられる。          
